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ている因子 (colony -stimulating factor , CSF) の血中値も測定した。
〔方法〕
マウスは， DS , CBA -T 6 T 6 , c 57B L とそれらの一代雑種 (F 1 )マウスを用い，移植は親
系マウス (parental strain )から F 1 マウスヘ行った。
骨髄細胞の浮遊液は無菌的にとりだした大腿骨，腔骨の両端を切りとり，細い注射針から Eagle




細胞増殖の定量法として頼粒球生産はHellman と Grate の方法，赤血球に関しては Goodman ら
の 59 Fe の取込み量で測る方法を用いた。
CSF 活性の定量は Metcalf らに準じた軟寒天培養法によったO
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〔成績〕
親系マウスのリンパ節細胞と骨髄細胞，あるいは骨髄細胞単独を 690 R照射した Fl マウスに静注











SF 活性を測定したところ， 520 RX 線照射だけではその血中に活性はみられず親系マウスのリンパ節













つぎに CSF 活性が GVH 反応によって上昇することから，この頼粒球の増産に CSF がいくらかの
役割を f旦っている可能性をみとめた。
論文の審査結果の要旨
Graft versus host 反応が血液幹細胞の分化に影響を及ぼすことを明らかにした。 Fl マウスに移
植した親系マウスの骨髄細胞による頼粒球生産を，添加するリンパ節細胞が著しく高めることを，宿
。。
主全身の造血部位で起ることを示し，又この GVH 反応が in vitro での頼粒球系コロニー形成を刺
激する因子 (CSF) の血中値を高めることも明らかにした。
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